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●第6回通常総会（平成20年度）報告●●●●● 

１．日時 

平成20(2008)年5月10日(土)13：40～14：20 

２．会場 

ホテル法華クラブ広島10階会議室 

（広島市中区中町7-7） 

３．会議の概要及び議決の結果 

（１）総会の成立報告 

司会の佐伯幹事から、議決権を有する正会員231名中、

本人出席43名、委任状による出席81名、合計124名出

席があり、支部規定第12条の要件、支部所属の正会員の

1/5 以上の出席を満たしていることから、総会が成立す

る旨の報告があった。 

（２）開会の挨拶 

議事に先立ち、杉恵支部長が

挨拶した。この中で、支部長退

任の件を報告。また、会員数の

動向について紹介した。 

（３）議長選出 

議事に先立ち、支部規定の第7条により杉恵支部長が

議長として選出された。 

また、佐藤幹事と山下幹事に議事録署名人としての承

認を得た。 

（４）議 事 

杉恵議長の進行のもとで承認された事項は以下の通り

である。 

１）第１号議案－平成 19 年度

事業報告 

近藤副支部長が、会議、支

部研究発表会、都市計画研究

講演集の発行、学術講演会、

都市計画研究会、シンポジウ

ム・見学会、支部連携行事及び総務活動の実績につい

て説明し、拍手多数により承認された。 

２）第２号議案－平成19年度収支決算 

佐藤幹事（総務委員長）が、平成19年度収支決算に

ついての説明、続いて今田監査役から収支決算に対す

る監査報告を行い、拍手多数により承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

３）第３号議案－平成20年度事業計画及び収支予算 

松波副支部長が、平成 20 年度事業計画及び平成 20

年度収支予算書(案)について説明し、ともに、拍手多

数により承認された。 

なお、20年度収支予算(案)の中には、19年度受託し

た関連交付金が含まれ、これについては、予備費とす

ることを報告した。 

４）第４号議案－平成20年度～21年度支部役員改選  

杉恵議長が、平成20年度～21年度支部役員改選(案)

について説明し、拍手多数により承認された。 

５）その他 

松波新支部長が就任に当た

ってあいさつした。 

また、司会より、石丸氏、

杉恵氏の顧問就任が幹事会で

承認された旨報告があった。 

（５）閉会 

以上をもって杉恵議長は閉会とした。 

（文責：佐伯達郎） 

杉恵支部長

近藤副支部長

佐藤幹事 今田監査役

松波新支部長
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● 招待講演 Ⅰ ●●●●●●●●●●●●●● 

被爆建物を通じた都市の記憶と構造に関する一考察 

－過去と未来を繋ぐ道標としての被爆建物－  

    山下和也((株)地域計画工房) 

 
「ヒロシマをさがそう－原爆を見た建物－」(2006)は、
被爆建築物を対象とした物語と記録の書であるが、山下氏

はその著者の一人であり、この成果を踏まえての研究発表

であった。 
紹介された被爆前・被爆直後の都市と建築、そして今で

もひっそりと生き延びている被爆建築物などの数多くの写

真や、それにまつわるストーリィは貴重な記録であり、ま

た被爆建築物を今後の都市計画に援用していく発想は、創

造性に富むものであった。 
「ヒロシマ」は、戦後60年を経てもなおその物語性を失
ってはいない。例えば映画界では、最近の作品として「父

と暮らせば」や、こうの史代原作の「夕凪の街桜の国」な

どが若い作家によって生み出されており、後者には被爆建

築物が現在の広島の風景の一部として、写し出さされてい

たように記憶している。 

１．発表要旨 

 被爆建築物は歴史的建築物の一種であるが、猛烈な破壊

力に耐えたという意味で特別の建物である。被爆直後は

156 件が確認されているが、その後利用されたり、現在で
も利用されているものがその 2/3に上り、復興期における
広島の市民生活を支えた。ちなみに、現存しているのは34
件であり、一部が保存・展示されているものが14件である。 
(1) 被爆建築物の有する役割、意味性 

・現在残されている被爆建築物も被爆で大きなダメージを

受けたが、それを補修してこれまで活用してきた。 

・都市の魅力と深みの重要な要素は、脈々と受け継がれて

きた歴史を、建築物を通して感じることができることであ

る。 

・被爆者はいずれいなくなるが、原爆の記憶を後世に伝え

る力は残されているのだろうか。被爆建物は人よりも永ら

えて、人と様々に対話し想像力を引き出す力を持っている。

被爆建築物は現代人が8月6日と同じ場所に立てる「等身
大の空間」ではないか。 

(2) 被爆建築物の活用 

・福屋百貨店やアンデルセンは、外壁の一部を残しながら

改修して、商業施設として活用している。 

・旧日銀広島支店は、当時の外観や骨格をほぼ残しながら、

展示発表空間として再利用している。 

・袋町小学校の一部は、まちづくり市民交流プラザとの複

合建築物として、資料館の役割を果たしている。等  々

(3) 被爆建築物のこれまでの都市計画への活用 

・広島は、築城以来350年間は広島城とその周辺を中心と
した都市構造であったが、被爆後に丹下により提案された

広島の復興都市計画は、原爆慰霊碑と原爆ドームを繋ぐ線

を都市軸としている。これがその後の総合計画での都市軸

の考え方の下敷きとなった。 

(4) 被爆建築物の今後の都市計画への活用 

・軸線を重視した都市づくりが重要であり、丹下の都市軸

をベースとしながらも、被爆建築物を重ね合わせた新しい

都市軸を位置づけてもいいのではないか。 
・すなわち、象徴的なもの以外に埋もれている小さな建築

物等の再評価が必要なのではないか。 

・また丹下の都市軸を活かす上でも、岡本太郎の「明日の

神話」のレプリカを現球場の跡地に設置する意義は大きい

のではないか。 

・利用が定まらず放置状態にある広島大学本部跡地にある

旧理学部1号館は、被爆建築物を活かした「広場」として
活用できないか。最後に残された被爆建築物として、より

シンボリックな活用も期待される。 
２．所感 

最近では、各地の産業遺産に光が当たり、産業遺産ツア

ーというのも生まれようとしているが、それは機能を失っ

た建築物や生産設備においても、その場所において発信で

きる絶対的な意味性を有しているからである。 
山下氏が指摘されるように、「被爆建物は、そこを訪れ

た人々と様々に対話し想像力を引き出す力・可能性を持っ

ている」。都市空間を単なる機能空間としてだけではなく、

創造空間として捉える時代に移行しつつあるなかで、歴史

文化や芸術性を積極的に都市づくりに導入する方法が注目

されているが、被爆建築物も記憶の装置としてだけではな

く、「活かす発想」が必要であろう。国際平和文化都市を

標榜する広島の都市づくりにおいては、被爆建築物の活用

について今一度再検討する意義があると思われる。 

被爆建物のなかでも一般市民になじみの深い旧日本銀行

広島支店は、貴重な大空間と省スペースを活かして、芸術

家の想像力をかき立てる創造空間としての可能性を秘めて

いるだろう。建築物ではないが被爆と復興の記憶をとどめ

る平和大通りや平和記念公園も、同様の文脈で祈りだけで

なく平和を創造・表現する空間として活用されることへの

期待も大きい。等々、建築物としての当初の機能を失った

被爆建築物に、再度生命を吹き込み、メッセージ性を持っ

た都市づくりを進めることについて考えさせられた。 
(文責：佐藤俊雄) 
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● 招待講演 Ⅱ ●●●●●●●●●●●●●● 

低炭素型社会に向けた都市構造づくりを考える 
 

谷口 守（岡山大学大学院・環境学研究科 教授） 

 

我が国では、都市構造の集約型

構造への転換を通じて、中心市街

地の活性化と環境負荷の低減を同

時に実現しようとする動きが見ら

れるようになった。本講演は、居

住者の自動車利用によるCO2排出

をいかに削減するかという低炭素

型社会の実現の観点から、これか

らの都市構造づくりの考え方を示すものである。 

 

1. 集約型都市構造とは 

集約型都市構造についての理解は、時として無用の誤解

を誘発する場合がある。高層ビル群が密集し非常に高度な

土地利用がなされていることが、必ずしも望ましいコンパ

クトシティとは言えない。高密度化した米国ロサンゼルス

を例に見ると、一人当たりの自動車燃料消費は東京の5倍

以上に達し、一方でそれほど高密度でないドイツのカール

スルーエは、居住者一人当たりの交通環境負荷が相対的に

小さい。これは都市圏全体で120kmのライトレール網が整

備され、沿線居住者はこれを利用して都心まで移動するな

ど公共交通によるまちづくりが実現していることに起因し、

結果として都心は平日でも多くの来訪客で賑わいをみせて

いる。このような公共交通コリドールに沿った形成都市で

は、交通の観点から言うコンパクトシティの定義は、交通

環境負荷を下げる都市構造であり、環境、経済、社会の 3

点セットでコンパクトシティを考えることが必要である。 

 

2. 我が国の諸都市における現状 

我が国の38都市における居住者によるCO2排出量を全国

パーソントリップ調査データに基づいて算出した。 

その結果、都市全体の居住密度が高まるほど一人当たり

自動車CO2排出量が少なくなる傾向があるが、地方都市や

地方中心都市では、都市の市街化区域人口密度が低いもの

の、一人当たり自動車CO2排出量の値に幅が生じている。

例えば名古屋、広島、長崎の3都市の人口密度はほぼ同じ

であるが、この順で自動車依存が高いことも特徴的である。

また経年的変化を見ると、どのような都市分類においても、

現在まで一貫して一人当たりCO2排出量が増加しているこ

とに注目する必要がある。大都市圏衛星都市の例で見ると、

公共交通網とリンクした形で「意味のある」密度の高さを

維持することが、少なくとも現状から大きく悪化しないた

めの重要な条件と考えられる。都市構造づくりの中で公共

交通のターミナルを核とした密度のリズムを組み込み、そ

れらを相互に調和するようにリンクさせていくことが最低

限の方策として必要である。 

3. 密度のリズムをつくる 

カールスルーエには市街地全体にわたってLRTのターミ

ナルを中心とした住宅密度コントロールがABCDの4段階で

実施されている。この順に想定される住宅密度は低くなる

が、何れもLRTターミナルから半径300mの地域であり、一

番想定密度の低いD地区でも周辺の未指定地区より住宅密

度を相対的に高くしようとしている。このような市街地全

体の住宅密度のリズムが必要である。 

 

4. 郊外ショッピングセンターの衰退と郊外中心地づくり 

 米国デンバーでは、古くからのショッピングセンターの

多くは、衰退や閉鎖という問題が現実に生起し、郊外ショ

ッピングセンターもシャッター街化している。1968年に開

業したシンデレラ・シティが1997年に閉鎖したケースはそ

の一事例である。ここではショッピングセンターの建物再

利用を含めて住宅公共施設を用途混合し、さらにLRTのタ

ーミナルを地区内に設置し、それを軸として新しいまちづ

くりが行われた。このLRT路線は都市圏の中心都市である

デンバーの都心に直結しており、このような市街地と公共

交通の整備を通じてデンバーの都心商業地が繋がったこと

から、郊外からの買い物客で以前より賑わいを増している。 

 

5. モラルとマナーをかえていく 

 環境負荷が低く、地域活力を備えたあるべき都市構造を

実現していくためには、「拡がって住まない」ということが

居住者の間に当然のこととして受け入れられていくことが

必要である。規制や理屈としてコンパクトシティ政策を押

さえつけるのではなく、新しい時代のマナーであり、モラ

ルであるという理解が広がることに期待したい。都市の住

まい方に関するマナーやモラルも、時代とともに変わって

いくものと感じている。都市構造を考え直していくことは

簡単ではないし直ぐにできることでもない。しかし、それ

は環境負荷の面において長期的に重要な意味を持っている。

それだけに都市構造づくりはある程度の時間を要する居住

者のモラルの変化とリンクさせる意味がある。低炭素型社

会に向けた都市構造づくりはまだ始まったばかりである。 

 

 最後に聴講者の一人として筆者の感想を綴りたい。 

 地球環境問題は国際的な政治問題へと発展し、更にはバ

イオ燃料に端を発する経済をも揺るがせ、言わば世界的な

関心事と言えよう。こうした中でコンパクトシティは、ま

ちづくりの視点からその解決の切り札として推進されてき

たが、谷口先生は交通問題からアプローチし、交通システ

ムとまちづくりが連携して初めてコンパクトシティが成立

することを提唱された。高層神話と言われるほど高層化に

魅力をもつ事業主が多いと聞いたことがあるが、高層化す

ることがコンパクトシティではないことを強調された。科

学的分析に基づく理論展開と、モラルとマナーを礎とした

まちづくりのパラダイムシフトに真髄があるのもしれない。 

（文責：周藤浩司） 
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● 研究発表会 ●●●●●●●●●●●●●● 

Ⅰ.中山間地域における活動パターンに関する基礎的分析 

嶋本 寛（広島大学大学院国際協力研究科 助教） 

 本研究は島根県中山間

地域において実施された

アクティビティダイアリ

ー調査結果を用いて、客

観的な活動パターン分類

手法(SAM－Sequential  

Alignment Method)によ

り活動順序も加味したパターン分析を行ったものである。 

分析の結果、自動車により自由に移動を行えているクラ

スターとそれ以外のクラスターに分類することができた。

また、自由に移動できないクラスターにおいては高齢者の

比率が高く、また移動に困難を感じている人の割合が高い

ことが確認された。 

今後の課題として、活動時間等の量的な差による違いを

表現できるよう評価手法の改善が必要なことと、今回の分

析は1日のデータであるが1週間データを用い個人内行動

の多様性の差についても分析の必要があると報告された。 

 質疑応答の中では、現実に自由に移動できない人は子供

や介護者の支援により行動しており、誰かに助けてもらっ

ている活動パターンを明確に分類できることは重要ではな

いかという意見がなされた。 

Ⅱ. 都心居住を考慮した都市施設の配置評価モデルとその

適用 近藤 光男（徳島大学大学院ソシオテクノサイエ

ンス研究部 教授） 

 本研究は、高齢者の居住

を考慮した都心地区での居

住空間を創出するために、

高齢者を対象にした住民意

識調査(865サンプル、内高

齢者 378 サンプル)にもと

づいて、居住環境を評価するための評価指標及び評価関数

モデルを作成し、徳島市中心市街地に適用し、現状の居住

環境に関して考察を行ったものである。 

都市施設の重要度では、警察や交番、郵便局や銀行が最

も高く、次いで病院、医院、診療所となっており生活に密

着施設の重要度が高い傾向が確認できたと報告があった。   

施設に対する満足距離では、満足率モデルの推定により、

満足率 80%を満たす場合の距離として、高齢者全体、都心

居住希望の高齢者、全年齢ともに、概ね400ｍ～500ｍにあ

ることが算出できたと報告があった。地点別の評価値では、

重要度が高い警察、交番、郵便局、銀行が近傍に位置する

徳島駅周辺の２地点が高く、今後の課題として評価地点を

増やすことが挙げられた。 

質疑応答の中では、地方都市においては歩いて満足でき

る距離での施設配置確保は大変で公共交通を軸とし維持す

ることが必要という意見がなされた。 

（文責：安永洋一郎） 

Ⅲ.山間地域の生活利便性評価と居住継続意向に関する基

礎分析 

塚井 誠人（広島大学大学院工学研究科  准教授） 

現在の居住地よりも生活利便

性の高い地域へ住民が移転する

居住地の集約施策の可能性を検

討するため、中山間地域住民の

生活関連サービスの充実や利便

性評価の実態及び居住継続意向

について、島根県中山間地域研

究センターが実施した「生活環

境に関するアンケート調査」のデータを活用し分析したも

のである。 

移動と施設に分けて食料品の買い物に関する満足度を集

計すると、移動の満足度は近隣ほど高いが、施設の満足度

は遠方ほど高い。また居住地を中心部・中間部･縁辺部に分

け、移動の満足度と施設の満足度を比較すると、縁辺部の

住民の移動満足度が最も低い一方、施設満足度は最も高い。 

全体的な居住継続割合は３地域間での差がないが、定住･

移住理由は大きく異なる。中心部の住民は地域の愛着が低

く、仕事都合による居住者が多い。中間部と縁辺部では、

移住理由として医療環境の占める割合が高い。 

市町村合併後の変化、中山間地域の中での居住地の再編

の可能性、一次生活拠点からの距離や年齢・居住暦等属性

との相関性について、質疑応答が行われた。 

Ⅳ.郊外居住者の抱くまちなかイメージとまちなか居住意

向：高松における実態調査から 

高塚 創（香川大学大学院  准教授） 

中心市街地活性化を居住分野

から考えるため、高松市におけ

るまちなか居住者と郊外居住者

に対して「まちなかイメージ調

査」を行い、郊外居住者のまち

なかに対する先入観と居住意向

を高める要因を明らかにしたも

のである。 

まちなか居住者の満足度は、郊外居住者に比して概ね高

いが、郊外居住者はそのように認識しておらず、まちなか

居住者の「まちなか評価」と郊外居住者の「まちなかイメ

ージ」には乖離（前者に比して後者の評価が大きく下回っ

ている）がある。特に、治安、校区、居心地、住宅広さ、

価格･家賃の乖離が顕著である。 

その理由は、居住者の嗜好の違い、情報の非対称性に基

づくバイアスなどが考えられるが、後者の場合、まちなか

居住の快適性をアピールすることがポイントであると考え

られ、今後は、そのことの効果について検証する。 

そもそも価値観の違いがあるのではないか、家族形態（専

業主婦か否か）などでも評価が異なるのでは、などについ

て質疑応答が行われた。 

（文責：佐伯達郎） 
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Ⅴ.徳島都市圏における世帯の空間分布予測モデルの開発 

渡辺 公次郎（徳島大学大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研究部 助教） 

 本研究は、土地利用計画支援シス

テム開発の第一段階として、マルチ

エージェントシステムを用いて、土

地利用規制が変更された場合の世帯

の空間分布予測モデルを開発するこ

とを目的としたものである。 

 エージェント（世帯主）は、居住

するメッシュとそれ以外のメッシュの魅力度を比較し、魅

力度が高い方へ移動するもので、土地の魅力度は、利便性、

安全性、土地利用規制、税金、世帯密度、周辺土地利用等

により表現されるものとした。 

 開発したモデル式を用いて、徳島東部都市計画区域（線

引き）と藍住都市計画区域（非線引き）を対象とし、土地

利用規制（区域区分）を変化させた場合の将来予測（2000

年→2010年）を実施した結果、藍住都市計画区域に線引き

を導入した場合、藍住町全域の世帯数の増加は抑制され、

徳島市中心部や藍住町周辺部において世帯数の増加がみら

れた。また、全域で線引きを廃止した場合では、都心部や

国道沿いといった利便性の高い場所で世帯数の増加がみら

れた。今後はこのモデルをＧＩＳと統合させることにより

土地利用支援システムを開発する予定である。 

 質疑応答では、今後、ＧＩＳとの統合を検討する際は、

先行した実績を持つ中山間地域研究センター等とコラボレ

ーションすると良いなどの意見があった。 

Ⅵ.まちづくりのための自己申告調査システムの提案と評

価   張 峻屹（広島大学大学院国際協力研究科 准教授） 

 本研究は、まちづくり政策の立案

に必要な市民や企業の行動、意向等

の情報を定期的に、より安価で、安

定的に確保できると期待される『自

己申告調査システム（行政の指示に

したがって、市民・企業が必要な情

報を自己申告するもの）』を提案する

とともに、その可能性と課題について、広島県民を対象と

したウェブ調査を通じて明らかにするものである。 

 ウェブ調査結果では、システムに“賛成”と答えた人が

39.81％で、“反対”と答えた人 10.61％の 3.75 倍であり、

市民にとって受け入れやすいものであることが確認された。 

また、約3割の被験者が公的機関による調査に対しては個

人情報を提供してもよいと回答しているが、一方で、調査

協力への謝金を支払うべきとの回答は 46.99％となってい

る。したがって、システム導入においては、、謝金に頼らな

い方法の検討や、インセンティブデザインをどうするかと

いったことが大切であるものと考える。 

 質疑応答では、収集された個人情報に関わるデータが悪

用されないような防止策が重要である等の指摘があった。 

（文責：高田禮榮） 

 

Ⅶ.考えるプロセスを重視した「公共事業における景観配

慮」～山口県公共事業景観形成ガイドラインの策定～ 

 秋月 裕子（（株）オオバ九州支店） 

 本ガイドラインは、山口県

が実施する全ての公共事業を

対象にした部局横断的な共通

指針であり、景観行政団体と

なる市町への展開も踏まえた

ものである。 

山口県では、地域主体の景観形成の取組を重視し、市町

との連携・協力等の関係について手引きとして示した。公

共事業において景観を配慮することは、特別なことを別途

行うことではない。記載する内容は、事業担当者が考える

道しるべとしての役割をはたすことのできる内容に徹した。   

本手引きは、基準書ではなく事業担当者が失敗しないた

めのものであり、使いやすくわかりやすいよう、4 つの分

野と分野共通に区分し、各分野の施設に共通して求められ

る視点と個々の施設や要素別に必要となる着眼点を具体的

に示した。また、景観形成のプロセスを経ることで、自己

評価と第3者評価が実施できる仕組みとなっている。 

今後、県としての継続的な取組みに加え、全県的な景観

形成への取組が一層進むことが期待される。 

 質疑応答の中で、会場から、より良い景観形成を展開す

るためには、それを担保する制度づくりも重要であるとの

意見があった。 

Ⅷ.都市計画学会中四国支部リレーシンポジウム 

第１回「水辺の景観・活用・治水」を終えて 

 熊谷 昌彦（米子工業高等専門学校建築学科 教授） 

 本報告では、松江で開催

された第1回のシンポジウ

ム「水辺の景観・活用・治

水」での検討を中海宍道湖

地域の全体構想へとつなげ

るために、シンポジウムの

講演者とパネリストの発表内容を3つの視点から紹介する。 

１．水辺の景観を生物多様性という観点から見た生態学的

意味として、自然景観の再生が指摘される。 

２．オランダの事例のように、人工環境と自然環境の区別

がつかない水辺空間のデザインと都市構造が参考となる。 

３．水辺を大切にした街を維持し続けるには、地域のリス

クの認識と災害に備えたコミュニティなどの文化の育成が

求められる。 

これらの事項が、官学民の連携により、新たなＮＰＯ法

人やまつえまちづくり塾、自主防災組織の育成などの活動

を生み出しつつある。質疑応答の中では、シンポジウムの

フォローアップが地域にどのようにつながったのかとの問

いがあり、自然再生センターや中海再生プロジェクトなど

のＮＰＯ法人の具体的な取組みについての説明があった。

行事開催の後のフォローアップの有効性を示された貴重な

報告であった。          （文責：長谷山弘志） 
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Ⅸ.ベトナムにおける「道の駅」の可能性 

岡 英紀(広島大学大学院国際協力研究科・博士課程前期) 

ベトナムにおける「道の

駅」では、都市間移動の多

くをバスに頼っている点に

注目し、「役割や機能が日本

の道の駅とは異なる」とい

う仮設のもとに、利用者へ

のインタービュー調査を行

い、分析を通して、ベトナ

ム型道の駅への提言を行う。利用者意向の特徴には、立ち

寄り頻度が、２-3 時間、3-4 時間に一度が大半を占め（日

本と比べ非常に少ない）、清潔なトイレやバスに関する情報

発信が望まれている。サービスの質の要因分析では、施設

全体の満足度には、売店やレストランの質の向上が重要で

ある。また支払い意思額（WTP）の分析結果、トイレ：15

円、売店300円、レストラン：250円であり、ベトナム人の

道の駅に十分な価値を見出していることがわかる。（日本円

は概数換算） 

提言として、①清潔なトイレ、②リラックスできるレス

トラン、③特産品や必需品を扱う良質な売店（WTPが高い）、

④情報発信設備（特にバス路線、時刻）、以上の設置を行う

べきである。 

Ⅹ.広島市学校モビリティマネジメントの取組みと効果 

 藤原章正(広島大学大学院国際協力研究科 教授) 

クルマ利用から公共交通利

用への自発的転換を促す施策

（モビリティマネジメント）

を、広島市内小学校の「総合

的な学習の時間」等を活用し

てモデル的に実施した。授業

の狙いは、①地球温暖化（Ｃ

Ｏ２問題）とクルマ利用の関

連性（問題）の理解、②公共交通利用による社会性（マナ

ー）の教育、③子ども達の（改善への）行動喚起と社会貢

献へのやりがい実感、である。授業内容は、①出前講座（地

球温暖化解説、環境配慮型自動車の紹介）②教諭授業（人

の交通行動とＣＯ２発生メカニズム解説、公共交通の乗り

方学習）③校外学習（人や環境にやさしい電車やバスの乗

車体験）④「交通すごろく」による授業（交通機関の選択・

実行の擬似体験ゲーム）⑤まとめ（ポスター作成）。実施前

後のアンケート調査から、「公共交通利用の方が良い」とす

る意見は3割から９割弱となり、大きな意識変化が確認さ

れた。また家に帰って体験を聞いた保護者にもこの傾向が

見られ、他校への水平展開、企業や地域への波及が期待さ

れる。折しも道路財源や原油高の課題対応に迫れる今日に

あって、社会と接点も持ったカリキュラムの開発・普及は

待ったなしと思われる。 

(文責：宮迫勇次) 
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●●●中国四国支部連携事業シンポジウム●●● 

 

 

 

 

 

■開催にあたって 

日本都市計画学会中国四国支部長 松波龍一 

リレーシンポジウムは、中国四

国支部の連携事業である。実施目

的のひとつは、普段、連携が図り

にくい中国と四国との交流を深め

ること。この点は、本日も広島か

らの参加者が多く、大成功と言え

よう。 

また昨年度は「公共空間とまち

づくり」という共通テーマでリレーシンポジウムを実施し

てきたが、内容について一切規定しなかった。そのため、

各地の特色に応じ、水辺空間、街路市、道路や公園を占有

したオープンカフェ、都心の回遊性等、多くの切り口から

テーマを掘り下げ、実施して頂いた。ローカルな切り口と

いうのは都市計画で極めて重要。この点においても大成功

であった。 

本日も、新しい道筋を、この松山で示して頂けるものと

期待している。 

 

■基調講演 

『坂の上の雲』のまちづくり 

松山市坂の上の雲まちづくり担当部長 松本啓治 

松本氏には、松山市において、

新たな魅力創造として取り組まれ

ている『坂の上の雲』を題材とし

たまちづくりについて、講演頂い

た。 

１．小説『坂の上の雲』 

小説『坂の上の雲』は、司馬遼

太郎氏の代表作といわれる作品で、

昭和43年から4年3ヶ月かけて、

産経新聞夕刊に連載された。物語では、松山出身の正岡子

規、秋山好古、秋山真之の３人の人生を軸に、懸命に近代

国家の仲間入りを目指した明治日本の姿が描かれている。

平成21年秋からは、NHKでスペシャルドラマの放映が予定

されている。その豪華な配役を見ると、NHK も非常に力を

入れていることが伺え、今後、一層話題性が増すものと期

待している。 

２．フィールドミュージアム構想 

松山市では、平成11年度より『坂の上の雲』を軸とした

まちづくりに取り組んでいる。その基本的な考え方が「フ

ィールドミュージアム構想」。市内には作品に関係ある多く

の資源が点在してお

り、これを活かし、

市内全域を屋根のな
．．．．

い博物館
．．．．

にしようと

いう取り組みである。 

構想では、市域を

７つのゾーンに分け、

それぞれが持つ個性

や資源を発掘・再評

価するとともに、ネ

ットワーク化を図る

ことで、回遊性や賑

わいの創出を目指して

いる。 

その一例が、「センタ

ーゾーン（松山城周

辺）」に位置する「ロー

プウェー通り」。当地で

は、地域住民と行政が

相当数の協議を重ね、

道路空間の再配分や景

観づくりに取り組み、歩行者に優しい町並みを整備。現在

は、「大名・武者行例」や「お城下ウォーク」など多くの市

民参加型イベントで活用されている。 

その他にも、市民が憩える空間として「堀之内公園」整

備、まちづくり活動の拠点機能をも持つ「坂の上の雲ミュ

ージアム」整備、また「サブセンターゾーン（道後温泉）」

の「道後温泉本館周辺の歩行者空間」整備等を行っている。 

一方、『坂の上の雲』まちづくりの命題は、地域の資源を

どう発掘するかという点である。そのため、久谷の旧遍路

宿「坂本屋」再生や三津浜の町屋・古い蔵を活用した地域

の魅力づくり等、地域の素材を使った住民主体のまちづく

り活動に対して支援を行っている。このような地域活動が

多く生まれてくることで、フィールドミュージアムが充実

すると思う。 

これら『坂の上の雲』のまちづくりの取り組みに対し、

先日、国土交通省より、第３回まち交大賞の計画大賞（国

土交通大臣賞）を頂いた。『坂の上の雲』というキーワード

で上手く地域資源をネットワークさせ、回遊性向上に結び

つけた点が評価されたと考える。 

 

テーマ：坂の上の雲まちづくりと都市景観整備 

日 時：平成20年6月14日（土）14時―17時 

場 所：松山市子規記念博物館2階会議室 

ロープウェー通り 

会場の様子 

フィールドミュージアム構想 
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■パネルディスカッション 

パネラー：松山市都市整備部総合交通課 石井朋紀 

松山市都市整備部都市開発課 渡部浩文 

     道後温泉誇れるまちづくり推進協議会 宮崎光彦 

コメンテイター ：日本都市計画学会中国四国支部長 松波龍一 

コーディネーター：愛媛大学大学院理工学研究科教授 柏谷増男 

 

□話題提供 

①「道路空間を軸にした景観整備」 石井朋紀 

「道後温泉本館周辺」では、

地元 10 団体が協議会を立ち上

げ、住民主導で景観計画づくり

を実施。市は、模型やシミュレ

ーション等を活用し、地元住民

とコミュニケーションを図りな

がら、まちづくりを支援してい

る。昨年度、道後温泉本館前に

おいて歩行者優先の空間整備が

完成。これにより、観光客等の快適性や安全性が大きく向

上した。 

また「ロープウェー通り」でも、地元と連携して歩行者

に優しい空間の整備、具体的には車線数の削減、歩道拡幅、

電線地中化、荷捌きスペース整備等を実施した。商業者へ

アンケートをとると、事業に伴い来客数は約３割伸びてい

た。が、売上げは減少という結果に。しかし実際は、多少

売上げも増えたのではないかと思う。 

空間整備の事業でクルマ利用を抑制すると、未だ反発も

多い。しかし成功事例が増えると、徐々に地元の理解も得

られ易くなるのではないだろうか。 

②「道後温泉周辺のファサード整備事業」 渡部浩文 

「道後温泉周辺」では、地元

協議会の「景観まちづくり宣言」

に応え、ファサード整備事業を

推進している。その整備方針、

ガイドライン等の検討・策定も

地元住民主導で実施し、市はサ

ポートに徹した。また市では、

ファサード整備に要する費用の

補助の枠組みを構築（上限 300

万円）。その際も、住民要望を十分踏まえ、歩行者や生活者

の視点に立った補助率設定を行っている。 

更に地元協議会からの補助（上限10万円）や地元銀行に

よるファサード整備専用の商品開発などの支援も得ている。

また企業の自主的な看板撤去も進んでいる。 

ファサード整備では、地元の方々がまちづくりを自ら行

っているという実感を持つことが大事。地元が動くからこ

そ、民間団体や企業の協力、自主的な看板撤去等に結びつ

いたのであろう。 

 

 

③「地元からみた道後地区の課題」 宮崎光彦 

これまで道後温泉周辺では、

地元主体の「道後温泉誇れるま

ちづくり推進協議会」において、

グランドデザイン策定から景観

計画、賑わい創出イベント等々、

多様な取り組みを実施してきた。

現在は「道後百年の“景”」をキ

ーワードに、景観まちづくりを

推進中。これらを経て、また多くの旅館の協力もあり、今

や多くの観光客が浴衣で外湯を楽しめる賑わい空間が形成

されている。 

景観形成にあたっては、地元商店等の協力が不可欠だが、

賛同を得られない場合もある。そのため、地域全体で取り

組まないといけない、という雰囲気づくりが課題。またマ

ンション建設や風俗店の看板等の規制など、課題は少なく

ない。 

□意見交換 

景観整備後の運用ルールのあり方や、市全体からみた景

観まちづくりの状況に関するコメントがあった。前者に対

して、例えば沿道商業者がオープンカフェを展開する等は、

賑わい創出に良いという点、また個店の利益ではなく、ま

ちづくり目的であれば、行政も承認せざるを得ない点が議

論された。また後者に対しては、市全体の基本計画はある

が、未だ力不足であることが否めない点、景観では視点場

の存在が重要であり、その開発や保存方法等について検討

していることが示された。 

フロアからは、経費面からファサード整備に賛同が得ら

れないという課題に対し、「花や緑」を活用した安価な景観

形成の手法の事例が紹介された。 

 

■現地見学会（道後温泉駅・本館周辺） 

 道後温泉駅周辺や本館周辺における現地見学を行った。

整備前に比べ、歩行時の快適さは勿論、景観面でも心地よ

く、かつ“若返った”印象を受けた。さらに、浴衣姿で歩

く観光客さえも“若返った”ことが、当地の成功を物語っ

ていた。 

（文責：田中雅宣） 
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● 平成20年度 第１回 都市計画サロン ●●●●● 

プログラム：“交通と持続可能なまちづくり” 

広島工業大学 環境学部 地域環境学科 
教授 青山 吉隆 氏  

日時：平成２０年４月１９日(土) 16:00～17:30 
場所：コンフォートホテル広島 ２階 会議室 
主催：日本都市計画学会 中国四国支部  
 

中国四国支部では、都市計

画サロンと称し、気軽に集ま

れる講演会として年に３回行

なっている。 

今回は、「交通と持続可能な

まちづくり」という題目で、

広島工業大学 教授 青山吉

隆氏に講演していただいた。 

 

１ サロンの要旨 

講演の内容は、「交通と持続可能なまちづくり」という題

目だった。これは、氏が環境省地球環境総合研究推進費で

研究されたことと、氏の出版された「LRT と持続可能なま

ちづくり（学芸出版社）」の内容を中心に話された。 

持続可能な社会というのは、氏の定義によると、将来の

世代の欲求を満たす能力を損なうことなく、現世代の欲求

を満たす社会を作るということを示す。豊かさと環境負荷

のディカップリングつまり、環境を悪化させないで、豊か

なまちを作るということであり、モビリティを向上させて

も、環境負荷を増やさない、脱相関関係にすることだ。 

実際、２０世紀型都市は、モータリゼーションと共に進

められ、道路整備が進み、都市構造は自動車依存型へと変

化しながら拡大成長してきた。現在も、経済発展途上にあ

る各国で同じ変化が急速に進行中だ。また、ＣＯ2 排出の

割合でも、全体の22％を運輸部門が占めており、そのうち

85％が自動車が排出しているＣＯ2 だ。（環境省、平成 16

年環境白書より）また、ガソリンの使用量についても、

pass・100kmあたりについて、一般乗用車が8.3l、バスが

1.4ｌ、トラムが0.35lと、乗用車は明らかにガソリンを多

く消費するという点で、環境負荷が高い。 

自動車依存都市の課題は、スプロールすることにより地

方中小規模の都市の中心市街地が衰退し、都市に投資して

も今日の投資が明日の生活を豊かにするとは限らない、持

続不可能な社会構造であるということだ。 

また、日本の課題として、ヨーロッパのように「公共交

通には税金を投入するもの」という市民意識がないため、

地方部で鉄道やバスの廃止問題が課題になってきており、

一部では第３セクターを通じるなどした公共交通への税金

つぎ込みが始まってきていること、ヨーロッパでＬＲＴが

成功してきたが、日本でも成功するのかという疑問がある

こと、ヨーロッパでは長期的視野を備えた首長の公約で十

分に時間をかけて市民の合意形成の上ＬＲＴが敷設されて

いるが、日本ではリーダーシップを持った首長が意欲的に

ＬＲＴを進めるということはなかなかないことなどといっ

た問題点がある。（ちなみに、フランスでは、地方選挙が行

なわれる前の年に公共交通の整備延長が伸びる） 

課題解決方法としては、自動車依存型都市構造から公共

交通機関を中心に自転車や歩行者を優先する都市構造へ変

えていくことである。 

ただし、道路空間をリストラして公共交通、自転車、歩

行者のための空間にしていき、コンパクトシティに代表さ

れる都市構造に変えていくには、その公共交通機関が自動

車と比較しても遜色なく、消費者に選考されるだけの魅力

を備えていなければ、交通市場に生き残れない。 

例えば、フライブルグでは車とトラムと環境など５つの

施策をパッケージにして同時に進めているし、ストラスブ

ールでは、市民参加の手法で合意形成し、美観的にも LRT

の停留所をランドマークになる良いデザインのものにした

り、線路敷きを緑化したり、路線沿いの街の広告規制し、

ニースでは、LRT の色彩と街路空間の色彩を合わせ、美観

地区では共架

線を無くすな

どといった、

それぞれの街

で、美しさ、

デザイン、快

適性をセット

で考えている。

美しく、快適

で、街が賑わ

い、皆がプラ

スに感じることで財源を確保していく、そのような構造が

必要だ。 

 

２ 講演を踏まえての議論 

パリのレンタル自転車の実現手法についての問いに対し

て、広告設置の権利とレンタル事業をセットにした企業との

契約で実施されており，パリ市の負担は無いとのことだった。

CO2 の取引が始まっているが、環境への関心が高まっている

今、政策のパッケージ化はしやすいのではないかなどといっ

た意見が出た。  

      （文責：福馬晶子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニース トラムと街路空間の色彩 
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● ホットコーナー ●●●●●●●●●●●●● 

華麗なるペルシャ旅行で見た国造り 
杉恵 頼寧 

 

今年3月24日から１週間ほどイランを旅行し、シラーズ

(ペルセポリス)、イスファハン、ヤズド、テヘランの4都

市を訪れた。テヘランへは成田からソウル経由でイラン航

空の直行便があり、14時間の所要時間である。イランはイ

スラム教の厳格な国で、国内では飲酒が禁止されており、

機内でもアルコール類は提供されなかった。服装も厳しく、

女性にはスカーフ着用が義務付けられている。機内でも着

陸1時間前にその着用要請がアナウンスされた。 

イラン訪問時は、イラン暦の正月明けで、観光地はイラ

ン人の観光客で溢れ、どこも人と車で大混雑だった。街中

は、外国の有名ブランド等の広告看板が非常に少なく、す

っきりしていて感じがよかった。女性の多くはチャードル

と呼ばれる黒い布で、頭から足首まですっぽり覆っている。

夏の暑いときは大変だなあと思った。 

最初に訪問したシラーズはテヘランの南方約 600ｋｍに

位置し、バラの花で有名な古都である。バラの季節ではな

かったので、その代わりバラの花を模様化した彩色タイル

（下の写真）が美しいヴァキール寺院（別名バラ寺院）を

見学し、その後シラーズの北60kmの所にあるペルセポリス

を訪れた。 

 

ペルセポリスの中心は紀元前6世紀後半、アケメネス朝

ペルシャのダレイオス 1 世が建設を始めた総面積約 12.5

万㎡の宮殿である。当時の行政上の首都はスーサだったが、

宗教的な首都として当地に築かれ、即位式や正月の祭儀な

ど重要な儀式はここで行われた。しかし、紀元前330年、

ダレイオス３世がアレキサンドロス大王との戦いで敗れ、

廃墟と化してしまった。 

 
（空に向かってそびえる「謁見の間」の柱） 

20世紀に入ってから発掘が進められ、当時のペルシャ帝

国の栄華が偲ばれるほどきれいに修復されている。しかし、

イスラム教アラブの侵入によって、地表に出ていた彫刻や

遺跡のレリーフに刻まれた人物や動物の顔が、多く潰され

てしまったのは残念である。地中に埋もれていて破壊を免

れた遺物は、これまでに掘り出され、修復保存されている。 

アレキサンドロス大王とダレイオス３世の戦いの様子は、

ナポリにある国立考古学博物館の大モザイク画（ポンペイ

出土）で見たことがあるので、このイランを代表する世界

遺産を実際に見る事ができたのは、感慨深いものであった。 

 
(左の若者がアレキサンドロス、右の馬上の人がダレイオス3世) 

 次に訪れたイスファハンは、ちょうどテヘランとシラー

ズの中間に位置する古都である。この都市の栄華は、1597

年サファヴィ朝の王、アッバス大帝がこの地を首都に定め

たことに始まる。大帝は、自らの基本計画のもとに都市計

画を推進した。イマーム広場を中心に、宮殿や寺院、バザ

ール、橋など、壮大な街並みが造りだされていった。 

その中で、イマーム広場は、「世界の半分がある」と言わ

れたほど美しい広場である。同一様式の回廊が広場を取り

囲み、シェイフ・ロストウフォッラー寺院、アーリー・ガ

ープール宮殿、イマーム寺院、バザールといったイスファ

ハンの重要な歴史的建築物が、それぞれ東西南北の中央に

位置している。回廊部分の1階には、絨緞や工芸品など、

さまざまな土産物店が軒を連ねている。 

510mｘ163m の広大な広場は、かつて外国使節との会見、

軍隊の観閲式や凱旋儀式、ポロ競技、公開の処刑などが行

われた。現在は、噴水、大小の池、緑地等が整然と配置さ

れ、市民や観光客の憩いの場になっている。ただ、観光馬

車がかなりの速度で周回しており、のんびり散策するのに

少し危険であったのは残念である。 

 

(シェイフ・ロストウフォッラー寺院を背景としたイマーム広場） 
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 広場の景観ポイントとなるイマーム寺院は、昼間逆光で

あまりさえなかったが、夜はライトアップされて景観が一

変し、本来の美しさを見せていた。まさにイランの芸術と

寺院建築を極めた、サファヴィ朝時代を代表する建築物で、

アッバス大帝の死後1638年に完成した。 

 

（宮殿のテラスから見たイマーム寺院、左が正面入口） 

イスラム寺院のタイルは、どこへ行っても美しいが、特

にイマーム広場に面したイマーム寺院正面入口の門には驚

かされた。天井の「蜂の巣状の鍾乳石飾り」は本当に見事

なできである。しかし、これは広場のための装飾的な門に

すぎず、メッカの方向に向いた正式のものは、この門をく

ぐり、短い回廊を抜けて中庭に出ると、美しいドームとと

もにその姿を現す。 

 

（イマーム寺院正面入り口天井の鍾乳石飾り） 

イスファハン市街の中央を東西にザーヤンデ川が流れて

おり、多くの美しい橋が架かっている。泊まったホテルの

近くに架かっているのが、アッバス大帝の時代、1602年に

完成したという長さ300ｍ、幅14ｍのスィ・オ・セ橋であ

る。ペルシャ語でスィ・オ・セとは33を意味しており、 

 

（33のアーチが美しいスィ・オ・セ橋） 

橋上部のアーチが33あることからこの名がついた。車の進

入は禁止されているので、いつも人通りが絶えず、賑わい

の場になっている。川の両岸は公園や緑地として整備され、

橋の美しさとマッチしながら、ザーヤンデ川一帯の景観美

を創出するのに一役買っている。 

 

（ザーヤンデ川沿いに整備された河岸緑地と公園） 

 スィ・オ・セ橋の東 2ｋｍの所にあるのがハージュー橋

である。長さ133ｍ、幅12ｍの2層構造になっており、1666

年に完成した。上層部は、夏の夜に王がしばしば宴を張っ

たというテラスが設けられている。下層部は川の水量を調

整する水門の役割を果たしている。上部も下部も歩いて渡

れるようになっている。水辺にも近づくことができるよう

に石段が設けられており、水遊びをする若い人が多く見ら

れた。ライトアップされる夜の姿も美しく、ザーヤンデ川

の橋の中で最も印象に残る橋の一つである。 

 

（中央のテラスで王が宴を張ったハージュー橋） 

 その次に訪問したのは、ゾロアスター教（拝火教）の中

心都市ヤズドである。今なお多くの信者が住んでおり、夏

は日差しが非常に強い砂漠都市である。地理的には、イラ

ンの中央部に位置し、イスファハンから、途中「らくだの

隊商宿」跡に立ち寄りながら、荒野の中を西へ320キロ、

長距離バス移動であった。 

この町の旧市街は、イラン南東部のバム（2003年の地震

で崩壊し、現在復興中）とともに、日干しレンガの上から

土で塗り固めた古い家屋が多く残されており、現在保存再

生が進められている。ここでは、迷路のように小路が入り

組み、ところどころ町のアクセントのように「風採り塔」

がそびえる街並みは、ベージュの土色ながら美しく輝いて

いた。 



（社）日本都市計画学会・中国四国支部ニュース第 19 号（Ｈ20－2） 

- 12 - 

 
（土で塗り固めた古い住宅街の小路） 

個々の住宅は、夏と冬の空間が明確に区別され、気候へ

の配慮がなされている。夏の昼間は非常に暑いので、通常

地下室の北向きの広間が使われる。そこに風採り塔から吹

き込んだ涼風があちこちの換気口から吹き出す。冬は、南

向きの部屋や縁側の空間が使われる。 

 

（「風採り塔」が立ち並ぶ旧市街） 

イスラム教では、女性が家族以外の男性の前に出ること

を嫌う。これを配慮して、住宅の入り口は大きな扉がはめ

込まれ、その真ん中に左右非対称の二つのノッカーが付け

られている。その左が男性、右が女性の訪問客用になって

いて、音色が違っている。高音が女性客、低音が男性客の

到来を告げる。 

 
（玄関扉の二つのノッカー） 

最後に訪れたテヘランは、カスピ海の南に位置するイラ

ンの首都（1795年開都）で、全人口の10％、650万人を超

える人口を有する大都会である。都心では、近代的なビル

が立ち並び、幹線道路は広幅員で整備されている。地下鉄

も1999年に初めて開通し、現在は3路線が運行しているが、

他の大都市と同様、道路はどこも渋滞している。 

ここでの観光は、イランを代表する博物館巡りが中心と

なる。そこで、まずイラン考古学博物館を訪れた。イスラ

ム化以前の展示品を集めた本館を見て回ったが、全体的に

展示品が少なかった。期待していた紀元前550～330年のア

ケメネス朝時代のものは、いずれも保存状態のよいもので

あったが、その数はやはりあまり多くなく、少しがっかり

した。 

その後、市内を回っているうち、画期的なバス輸送シス

テムを発見した。これは、広幅員道路の中央に1車線分の

空間を取ってバス専用のバス駅(停）を設け、その両側の車

線をバス専用道として利用するものである。専用道の外側

は、従来通り一般車両が利用する。専用道は信号交差点ご

とに分断され、バスは専用道から一般街路に出入りできる

ようになっている。乗客も交差点から駅にアクセスする。

駅舎はかなり長く、内部は行先別に乗り口が分かれている。 

専用道では、ひっきりなしにバスが高速で走っている。

定時性が従来のバスより優れているので、地下鉄に近い役

割を果たしているものと考えられる。ブラジルのクリチバ

のバス輸送システムを参考にしたものと思われ、名古屋の

基幹バス方式より一段進んだシステムで、興味深かった。 

 
（広幅員幹線道路の中央に設置されたバス駅） 

 

（バス駅の出入り口と設置された自動改札機） 

テヘランを最後に、その夜遅くイマーム・ホメイニ新空

港から帰国の途に着いた。 

参考書：地球の歩き方 イランペルシャの旅、ダイアモンド社 
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● 会員紹介Ⅰ ●●●●●●●●●●●●●●● 

藤原  章正（ふじわら  あきまさ） 

広島大学大学院国際協力研究科 教授 

■生い立ち 

岡山県赤磐市生まれ。1979年に広島大学入学以降、ほぼ広島

で過ごしています。 

■研究の生い立ち 

1980年代当時、盛んに研究されていた「非集計モデル」「ア

クティビティ分析」に魅せられて、交通行動分析の研究を行

ってきました。1994年に大学院国際協力研究科に異動してか

らは、より実務に近い研究として、交通調査、交通安全、交

通需要マネジメント、国際環境協力などのテーマへと守備範

囲を広げてきました。 

■技術は人なり 

道路特定財源の問題をはじめ、交通技術者がプロフェッショ

ナルとしての自信と誇りを失いつつあるようです。青山士の

「技術は人なり」を銘に、国境を越えた人材育成に取り組ん

でいます。 

○低炭素社会を設計する国際環境リーダーの育成 

地球温暖化対策の実現にあたって、途上国と先進国の基本姿

勢には検討すべき課題が残されています。2008年から5年間、

地球規模の問題である低炭素社会の実現を事例として、国際

的視野で戦略的解決策を設計する環境リーダー育成プログ

ラムを開始しました。 

○グローバルインターンシップ 

これからの計画者・技術者には間違いなく国境を越えた視座

が求められます。感度の鋭い学生時代に途上国での研修を体

験させる教育方法として、「グローバルインターンシップ」

プログラムを行っています。1～2ヶ月の研修で学生たちは見

違える様に成長します。 

■研究室 

工学研究科の社会基盤計画学研究室と合同で研究体を組み、

計5ヶ国30名を超える学生たちと研究を行っています。また、

2008年度からはアジアモビリティ安全プロジェクト研究セ

ンターを設立し、交通安全にかかわる研究、教育に関心のあ

る教員や実務者に学内外から参画していただいて活動を開

始しました。 

大学運営や社会貢献への要請が年々高まり、オーバーフロー

しそうですが、「私」の外の空間を「公共」として広くとら

え、国際協力を含めた公共政策を、交通計画の視点から学生

たちと一緒に全うしたいと考えています。 

 

● 会員紹介Ⅱ ●●●●●●●●●●●●●●● 

藤岡 憲三（ふじおか けんぞう） 

株式会社地域計画工房 代表取締役 

■略歴 

1950年生／広島県神石高原町出身／73年３月広島大学工学

部建築学科卒業／73～74年建築設計事務所勤務／75～83年

建設コンサルタント勤務／83年８月独立（㈱まちづくり計画

研究所）／2000年２社合流し㈱地域計画工房 現在に至る 

■会社 

社員は10名、都市・地域

計画に従事したい者の集ま

りで、会社は、そのための

媒体と考えています。 

地域密着、現場主義を重

視しています。 

■動機 

 大学入学時（1969年）は、大学紛争中で、多くの友人と

同様に「勉強することは資本主義社会で出世するため」と

病んだ気分でした。故西山卯三先生の「地域空間論」に触

れ、暗闇に光明を見る思いがしました。その後、「生活環境

の向上」を個人的主要テーマに、仕事に従事しています。 

■業務経験 

1975年広島圏都市計画基礎調査に始まり、区域区分、地

域地区、地区計画に関する調査、立案など、一貫して法定

都市計画に関する業務に従事してきました。 

また、段原地区住宅対策（住環境整備モデル事業関連 76

～77 年）、沼田地区まちづくり活動推進業務（コンサルタ

ント派遣 86～91 年）、住宅マスタープランなど多様な業

務に関わることができましたが、これは、地方で活動する

コンサルタントのメリットだったとふり返っています。 

■地域活動 

コンサルタント派遣、地域づくりの支援などは、直接、

地域住民の方々と対話、議論しながら進める仕事で、通常

の受託業務とは異なった緊張感、実在感を伴います。 

そうした業務を契機として、地域の自治会などから継続

して関与することを要請されることがあります。 

地域の方が熱心に取り組

まれ、自分も関与し続けた

奥畑地区（安佐南区沼田町）

の「ホタルの里づくり」が

平成８年度ひろしま街づく

りデザイン賞を受賞された

ことは、大きな誇りです。 

■学会支部との関わり 

 中国四国支部の設立には、都市計画に関する意見交換、

業務の質向上などの観点から賛同しました。昨年度からの

受託業務「市民による地区別まちづくり構想検討・作成支

援業務」（広島市）は大きな意義があるものと考えます。 

 都市計画に関わる多くの人が学会活動に参加し、知識や

人間関係を広げて欲しいと思います。 

奥畑ホタル公園の清掃活動

会社の様子 
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● 今後の活動計画 ●●●●●●●●●●●●● 

 

◆ 第２回幹事会 

日 時：2008年7月26日（土） 13：30～15：15 

場 所：コンフォートホテル広島 会議室Ａ 

 

◆ 特別講演会 

テーマ：高齢者の都心居住のための都市環境整備－徳島

市における生活環境施設整備を事例として－ 

日 時：2008年7月26日（土） 15：30～17：30 

場 所：コンフォートホテル広島 会議室Ａ 

講演者：近藤光男（徳島大学教授） 

 

◆ 第1回都市計画研究会 

テーマ：「生活交通とまちづくり」 

日 時：2008年8月30日（土） 14：00～16：00 

場 所：広島市まちづくり市民交流プラザ 

講演者：増田泉子（中国新聞社） 

 

◆ 支部連携行事 中国・四国リレーシンポジウム「公共

空間とまちづくり」（第７回）＆見学会；宇部市 

テーマ：「それぞれのまち，それぞれの姿」（仮） 

日 時：2008年10月4日（土）13：00～17：00 

シンポ＋見学会の開始・終了予定時間：13:00～17:00 

注1）シンポジウム終了後に見学会を実施します． 

注2）開始時刻，終了時刻は変更の可能性があります． 

注3）懇親会（検討中） 

場 所：宇部市文化会館 研修ホール 

話題提供：最近の公共空間整備（宇部市 石井 裕 課長） 

パネルディスカッション 

パネラー：石井 裕 氏（宇部市まちづくり推進課 課長） 

坂本紘二 氏（下関市立大学 学長） 

佐藤俊雄 氏（中国地方総合研究センター地域

計画研究部 部長） 

脇 和也 氏（宇部日報社：代表取締役専務） 

（アイウエオ順） 

コーディネーター：田村洋一（山口大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 編集後記 ●●●●●●●●●●●●●●●● 

 

紫陽花が路傍を彩り、蛍が清流に舞う。憂鬱な梅雨に

も心和むひとときを感じます。 

中国四国支部も第６回通常総会を終え、平成 20 年度

の学会支部活動が本格始動しました。研究発表会も多分

野からのテーマで 10 編の論文発表があり、講演者とフ

ロアーとの間で活発な討論がなされました。夕方からの

懇親会にはたくさんの参加があり、議論は最高潮に達し

ていました。 

さて、今回のニュースレターはいかがでしたでしょう

か。ホットコーナーでは前支部長で顧問の杉惠頼寧先生

に執筆していただき、イランにおけるまちづくりと公共

交通について紹介していただきました。歴史と文化が融

合した優美な都市の様子が、鮮やかな写真から髣髴する

ことができます。訪れる機会の少ない国ですので、興味

深く読ませていただきました。 

また今回号から編集委員に石村壽浩氏が参加される

ことになりました。編集委員の若手ホープとして、これ

から様々な誌面で活躍していただけると思います。 

ところで次号ニュースレターは第 20 号となります。

早いもので会員の皆様のご協力のもと、このニュースレ

ターも5年間の蓄積となりました。支部ホームページに

はバックナンバーも掲載していますので、もう一度ニュ

ースレターを通じて支部活動の足跡を振り返ってみて

はいかがでしょうか。 

 

（周藤 浩司） 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集委員：周藤浩司（編集長）、石村壽浩、佐伯達郎、 

佐藤俊雄、高田禮榮、長谷山弘志、福馬晶子、

宮迫勇次、安永洋一郎、山下和也 

 

 

 

 

第６回通常総会懇親会参加の皆さん


